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　目的　わが国の食生活は、飽食、グルメといった言葉に表されるように一見恵まれた食
生活のようであるが、健全な食生活といいがたい問題も隠されているのが現状である。若
い世代である女子短大生の食生活の状況を明らかにすることを目的に調査した。
　方法　調査対象は、兵庫県豊岡市に所在する近畿大学豊岡短期大学の女子学生256名

　（年齢18～2 1歳）で、1 988年の調査と一部同じ項目を含め、アンケートにより平
成２年国民栄養調査と同様の食生活状況調査を1 992年に実施し、各項目について実態

を把握した。
　結果　（１）朝食の摂取状況は48. 8％で全国女子総数（年齢30歳以上）88. ３

%に比べて低く、前回の調査66. 3%より朝食の欠食状況が増加している。ふだんの食
事における食品の摂取状況は前回の調査より高い値を示した食品は無かった。全国女子総
数より高い値を示したのは油の摂取のみで72. 7％で全国女子総数は67. 9％である

。しかし、全国女子は高齢者になるほど低く、30歳代は82. 9%である。全国女子総
数及び前回の調査とも比べて食品の摂取がいちじるしく少ない項目は緑黄食野菜、大豆製

品、海草であった。（2）今回付け加わった調査項目で１日３食とした主食摂取状況はご
飯２食＋パンi食が3 1.6％、ご飯毎食が23. 0%で全国女子総数は27. 1％、４
8. 1%と高齢者ほどご飯を多く摂取している。食塩の多量摂取因子の摂取状況はつけも

のは好まず、めん類の汁を残すは全国女子総数より低い。しかし、しょうゆ及びソースを
使い、汁物及び高塩分食品をひかえることはなく高い値を示した。
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目的　大学生、5 0歳代、7 O歳代の食物摂取状況調査結果を用いて、世代別の食生活を

比較するために、集団の摂取量レベルで比較する従来の方法に加え、エキスパートシステ

ムを導入した方法で個人の食べ方を分類して示し、そのパターンによって比較した。

方法　対象者は女子大生1 7 6名。福岡県内に居住する5 O歳代女性2 6 3名、7 o歳代

女性2 1 4名で、半定量頻度法による食物摂取状況調査を行った。世代別に栄養素等摂取

量および充足率、栄養比、食品群別摂取量の平均値と標準偏差を求め、ｔ検定を行い集団

レベルの比較をした。一方、個人レベルの食べ方については、エキスパートシステムを利

用して開発した食事診断システムに個々人の摂取データを入力し、｢エネルギーと主食主菜

副菜｣｢油脂とたん白質｣｢アルコールと砂糖｣｢主菜源食品｣｢副菜源食品｣｢補助食品jr食塩｣の

とり方と｢食事状況｣別にパターン化して分類した。

結果　対象者の平均身長は各々158cm, 152cm. 147CII1、体重は50kg. 54kg, 48kgで、年長者の方

が肥満気味であった。栄養素等充足率は年長者ほど高く、エネルギーや鉄に有意差がみら

れた。なお、脂肪エネルギー比は若いほど、穀類エネルギー比は年長者ほど有意に高かっ

た。食品群別摂取量では、乳類、肉類、油脂類、砂糖類は学生が、魚介類、豆類、野菜類、

巣物類、藻類、いも類、穀類は年長者が有意に多かった。食べ方についてみると、学生に

は｢エネルギー不足｣｢洋食｣｢豆不足｣｢魚不足｣｢野菜不足｣｢果物不足｣型が多く、食事状況は

r不規則丿型が多かった。一方、50歳代は｢バランスのとれた食事jr折衷適比｣型、70歳代は

｢和食｣型の者が多く、ともに｢乳類不足｣と｢塩分過剰｣型は多かったが、食事状況には｢問題

なし｣型が多かった。
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